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Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
認
定
の
宇
宙
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
天
地
人
は
、
宇

宙
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
水
道
管
の
漏
水
リ
ス
ク
管

理
業
務
シ
ス
テ
ム
「
天
地
人

コ
ン
パ
ス

宇
宙
水
道
局
」

を
、
札
幌
市
と
弘
前
市
が
採

用
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

「
天
地
人
コ
ン
パ
ス

宇
宙
水

道
局
」
は
、
複
数
の
人
工
衛

星
が
観
測
し
た
デ
ー
タ
や

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
か
ら
約
１

０
０
㍍
四
方
の
範
囲
内
で
漏

水
リ
ス
ク
の
可
能
性
区
域
を

５
段
階
で
確
認
・
管
理
で
き

る
ク
ラ
ウ
ド
型
の
シ
ス
テ

ム
。世

界
各
国
５
０
０
機
以
上

の
人
工
衛
星
か
ら
膨
大
な

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
取
得
、
気

候
変
動
の
影
響
も
踏
ま
え
た

漏
水
リ
ス
ク
を
事
業
体
ご
と

に
提
案
す
る
。
複
数
の
人
工

衛
星
が
観
測
し
た
デ
ー
タ

や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
劣

化
・
腐
食
要
因
や
漏
水
発
生

情
報
な
ど
か
ら
Ａ
Ｉ
を
用
い

て
統
計
学
的
に
解
析
す
る
こ

と
で
、
評
価
精
度
を
向
上
し

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
で
評
価

内
容
を
い
つ
で
も
確
認
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
漏
水
調
査

結
果
の
入
力
・
管
理
も
で
き

る
。
実
地
検
証
結
果
や
市
民

か
ら
の
通
報
内
容
を
ナ
レ
ッ

ジ
情
報
と
し
て
保
存
・
印
刷

で
き
、
ま
た
、
Ａ
Ｉ
に
学
習

さ
せ
る
こ
と
で
解
析
精
度
を

高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。２

０
２
２
年
度
に
行
っ
た

内
閣
府
と
の
実
証
実
験
や
他

自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

通
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
期
待

で
き
る
効
果
は
、
点
検
費
用

が
最
大
65
％
削
減
、
調
査
期

間
が
最
大
85
％
削
減
と
さ
れ

て
い
る
。

札
幌
市
水
道
局
は
「
本
市

で
は
、
漏
水
事
故
防
止
の
取

り
組
み
と
し
て
、
漏
水
リ
ス

ク
が
高
い
管
路
の
更
新
や
漏

水
調
査
を
計
画
的
に
進
め
て

い
る
が
、
水
道
管
路
の
健
全

性
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保

す
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の

対
策
強
化
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
天
地
人
の
技
術

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

漏
水
リ
ス
ク
に
つ
い
て
新
た

な
知
見
が
得
ら
れ
、効
果
的
・

効
率
的
な
管
路
の
維
持
管
理

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
の
取
り
組

み
に
お
い
て
技
術
面
、
財
政

面
と
も
に
大
き
な
効
果
が
得

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
期

待
し
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

弘
前
市
上
下
水
道
部
は

「
当
市
で
は
、
流
量
調
査
を

実
施
し
、
前
回
と
比
較
し
て

流
量
が
増
加
し
た
区
域
等
に

対
し
て
漏
水
調
査
を
し
て
い

る
。
調
査
方
法
は
、
音
聴
調

査
と
ロ
ガ
型
相
関
式
漏
水
探

東
京
下
水
道
設
備
協
会
は

１
日
、
都
内
で
今
年
度
第
３

回
理
事
会
を
開
き
、
２
０
２

４
年
度
事
業
計
画
や
収
支
予

算
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し

た
。
同
協
会
の
事
業
委
員
会

を
３
つ
の
委
員
会
に
再
編
す

る
ほ
か
、
東
京
都
下
水
道
局

の
若
手
職
員
を
対
象
と
し
た

会
員
企
業
の
工
場
視
察
を
継

続
す
る
。
５
月
の
定
時
総
会

後
に
は
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
く
。

事
業
委
員
会
に
つ
い
て

は
、「
担
当
行
事
が
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、
便
宜
上
３
班

に
分
け
て
活
動
し
て
き
た
」

と
し
て
、
事
業
実
施
の
体
制

を
強
化
す
る
た
め
に
、
４
月

か
ら
事
業
委
員
会
自
体
を
、

事
業
第
一
委
員

会
（
委
員
長
担
当

＝
前
澤
工
業
）、

事
業
第
二
委
員

会
（
委
員
長
担
当

＝
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
）、
事
業
第

三
委
員
会
（
委
員

長
担
当
＝
石
垣
）

の
３
つ
に
再
編
す

る
。要

望
活
動
に
つ

い
て
は
、
現
状
で

問
題
と
な
っ
て
い

る
設
計
や
工
事
上
の
事
象
な

ど
に
つ
い
て
、
会
員
企
業
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

東
京
都
下
水
道
局
と
の
意
見

交
換
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
た
改
善
策
を
と
り

ま
と
め
、
同
局
に
要
望
・
提

案
を
行
う
。
ま
た
、講
習
会
・

講
演
会
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
事
業
を
は
じ
め
、
地
球
環

境
な
ど
環
境
に
関
す
る
広
範

な
テ
ー
マ
の「
公
開
講
演
会
」

や
、
工
事
の
安
全
管
理
な
ど

に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
意
識

向
上
に
関
す
る
「
公
開
安
全

管
理
講
習
会
」な
ど
を
開
き
、

会
員
企
業
以
外
に
も
、
同
局

職
員
や
関
連
企
業
、
同
局
の

工
事
関
係
者
な
ど
の
参
加
を

促
す
。

東
京
都
と
の
協
力
に
つ
い

て
は
、
会
員
企
業
が
下
水
道

局
か
ら
受
注
し
て
い
る
工
事

に
対
し
、
会
員
相
互
間
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
で
工

事
の
安
全
性
向
上
を
図
る

「
工
事
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
継
続
す
る
。
そ
の
ほ
か
、

同
局
と
締
結
し
て
い
る
「
災

害
時
に
お
け
る
水
再
生
セ
ン

タ
ー
等
の
応
急
復
旧
業
務
に

関
す
る
協
定（
災
害
協
定
）」

に
基
づ
く
業
務
と
し
て
、
同

局
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

災
害
協
定
に
基
づ
く
出
動
体

制
な
ど
の
見
直
し
、
総
務
局

業
務
用
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
に
よ
る

通
信
訓
練
、
緊
急
通
行
車
両

等
に
関
す
る
事
務
手
続
な
ど

を
行
う
。
さ
ら
に
、
下
水
道

局
の
若
手
技
術
職
員
の
技
術

力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
２

０
２
３
年
度
か
ら
開
始
し
た

会
員
企
業
の
工
場
へ
の
視
察

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
実
施
す
る
。

対
外
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

同
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
機

関
誌
「
下
水
道
設
備
」
の
目

次
を
掲
載
し
、
こ
れ
ま
で
の

掲
載
内
容
を
容
易
に
検
索
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

下
水
道
事
業
、
下
水
道
技
術

の
普
及
啓
発
を
図
る
。
ま

た
、
５
月
27
日
の
定
時
総
会

の
後
に
は
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

10
月
の
「
神
戸
水
道
展
」

に
向
け
た
準
備
が
着
々
と
進

ん
で
い
る
。
主
催
す
る
日
本

水
道
工
業
団
体
連
合
会
で
は

出
展
を
希
望
す
る
会
員
企

業
・
団
体
の
申
込
受
付
を
開

始
し
た
。
出
展
の
申
込
期
限

は
４
月
26
日
と
な
っ
て
い

る
。神

戸
水
道
展
は
、
日
本
水

道
協
会
全
国
会
議
に
併
せ
10

月
９
～
11
日
の
３
日
間
の
開

催
。
神
戸
国
際
展
示
場
の
１

号
館
１
階
・
同
２
階
、
３
号

館
の
３
フ
ロ
ア
で
の
展
示
と

な
る
。
会
場
面
積
は
３
フ
ロ

ア
合
計
で
９
４
０
０
平
方
㍍

（
前
回
の
東
京
水
道
展
は
８

８
８
０
平
方
㍍
）。
出
展
面

積
は
東
京
水
道
展
と
同
程
度

を
想
定
し
て
い
る
。

今
回
、
初
の
取
り
組
み
と

し
て
、
来
場
者
の
事
前
登

録
・
受
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
。
来
場
者
は
、
事
前
に

所
定
の
登
録
サ
イ
ト
か
ら
受

付
登
録
を
行
い
、
当
日
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
が
入
っ
た
入
場
証

を
カ
ラ
ー
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
来
場
、
入
場
時
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
も

ら
い
入
場
す
る
。
正
確
な
来

場
者
数
や
そ
の
属
性
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、
出
展
者

に
と
っ
て
も
カ
タ
ロ
グ
な
ど

の
資
料
の
デ
ー
タ
で
の
提
供

が
可
能
と
な
る
。
事
前
登
録

は
２
カ
月
前
の
８
月
か
ら
を

想
定
し
て
い
る
。
全
国
会
議

参
加
登
録
時
の
デ
ー
タ
を
連

携
し
水
道
展
に
入
場
で
き
る

よ
う
日
水
協
と
も
調
整
を
進

め
て
い
る
と
い
う
。

11
日
、
第
１
７
５
回
広
報

宣
伝
委
員
会
（
委
員
長
＝
佐

久
間
郁
夫
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
環
境
本
部
水
道

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
部
営
業
室

長
）
を
開
催
し
、
神
戸
水
道

展
の
出
展
募
集
要
綱
を
確

認
。
宮
﨑
正
信
・
専
務
理
事

は
「
建
物
が
２
つ
に
分
か
れ

る
が
、
な
る
べ
く
ス
ム
ー
ズ

な
レ
イ
ア
ウ
ト
調
整
を
し
た

い
の
で
ご
協
力
を
。
入
場
者

の
管
理
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用

い
た
デ
ジ
タ
ル
管
理
に
全
面

的
に
移
行
し
、
そ
れ
に
特
化

し
た
説
明
会
も
予
定
し
て
い

る
」
と
各
社
か
ら
の
委
員
に

協
力
を
求
め
た
。

知
機
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施

す
る
な
ど
、
効
率
的
な
漏
水

調
査
に
努
め
て
い
る
が
、
本

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
前
に
漏
水
調
査

範
囲
の
絞
り
込
み
が
で
き
る

た
め
、
漏
水
の
早
期
発
見
・

早
期
修
繕
が
図
ら
れ
、
業
務

の
効
率
化
や
有
収
率
の
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

第
５
章

明
治
19
年
の
頓
挫
と
東
京
の
市
区
改
正

稲
場

紀
久
雄

〝
衛
生
開
化
〟の
歴
史
的
探
訪

〈45〉

政
府
は
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
３
月

26
日
全
文
16
条
の
東
京
市
区
改
正
条
例
案

を
元
老
院
に
付
議
し
た
。元
老
院
で
は「
陸

海
軍
拡
張
が
焦
眉
の
急
。
市
区
改
正
な
ど

無
用
無
益
」
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
、

同
年
６
月
廃
案
と
な
っ
た
。
内
務
大
臣
・

山
県
有
朋
は
、
軍
備
拡
充
の
必
要
性
を
訴

え
、
陸
軍
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
た
。
元
老
院
は
、
あ
た
か
も
山

県
と
気
脈
を
通
じ
て
い
る
か
の
よ

う
だ
。
し
か
し
、
山
県
内
相
に
と
っ

て
は
市
区
改
正
事
業
に
対
す
る
権

限
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
性
も

あ
り
、
そ
の
上
、
空
前
絶
後
の
コ
レ

ラ
の
流
行
が
世
の
中
を
震
撼
さ
せ

て
い
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
否
、
山

県
内
相
は
、
こ
の
決
定
に
対
し
「
市

区
改
正
は
緊
要
で
あ
り
、
拱
手
傍
観

を
許
さ
ず
」
と
し
て
再
度
閣
議
決
定

を
求
め
、
元
老
院
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
政
府
の
責
任
に
お
い
て
２

カ
月
後
の
８
月
16
日
勅
令
第
62
号

「
東
京
市
区
改
正
条
例
」
を
公
布
し

た
。専

斎
の
動
き
は
、
市
区
改
正
条
例

制
定
の
そ
れ
よ
り
早
か
っ
た
。
山
県

も
元
老
院
も
軍
備
拡
張
を
急
い
で

い
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
。
専

斎
が
天
を
仰
い
だ
「
明
治
19
年
の

挫
折
」
は
、
現
実
に
な
っ
て
い
た
。

だ
が
、
嘆
い
て
い
る
訳
に
は
い
か
な

か
っ
た
。
首
都
・
東
京
は
、
コ
レ

ラ
の
大
流
行
の
た
め
死
の
街
と
化

し
、
日
本
沈
没
の
様
相
さ
え
呈
し
て

い
た
。
今
こ
の
時
に
軍
備
拡
張
を
優
先
さ

せ
る
こ
と
は
、
日
本
沈
没
を
決
定
づ
け
る

こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
何
と
か
打
開
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
県
と
て
、

そ
れ
が
分
か
ら
な
い
政
治
家
で
は
な
い
。

第
５
節

機
敏
な
専
斎
の
行
動
と
布
石

判
断
を
誤
れ
ば
、
国
家
そ
の
も
の
を
危
う

く
す
る
の
で
あ
る
。
コ
レ
ラ
の
大
流
行
が

専
斎
の
行
動
を
一
途
に
駆
り
立
て
、
山
県

も
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

専
斎
は
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
３

月
来
日
し
た
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
家
ホ
ー

ブ
レ
ヒ
ト
と
し
ば
し
ば
意
見
交
換
し
、
同

年
４
月
永
井
の
『
衛
生
二
大
工
事
』
の
序

文
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

「
衛
生
工
事
は
、
衛
生
事
業
の
基

本
で
あ
る
。
流
行
の
都
度
費
消
す
る

金
額
を
移
し
て
、
衛
生
工
事
を
起
こ

す
こ
と
は
、
今
日
の
焦
眉
の
緊
急
事

で
あ
る
」。

さ
ら
に
専
斎
は
、
５
月
18
日
中
央

衛
生
会
に
次
の
意
見
を
提
出
し
た
。

衛
生
局
長
本
人
の
意
見
提
出
は
、
異

例
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
だ

け
に
周
到
な
根
回
し
が
さ
れ
て
い
た

の
に
違
い
な
い
。

「
コ
レ
ラ
の
予
防
法
と
し
て
衛
生

工
事
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
元
来
、
衛
生
工
事
は
、
上
水
の

供
給
法
、
下
水
の
排
除
法
、
家
屋
の

建
築
法
な
ど
を
包
括
す
る
が
、
先
ず

上
水
の
供
給
法
に
着
手
し
、
次
に
下

水
の
排
除
法
、
そ
の
次
に
家
屋
の
改

築
法
に
及
ぶ
こ
と
を
着
手
の
順
序
と

な
す
べ
き
で
あ
る
。
中
央
衛
生
会
長

か
ら
内
務
大
臣
に
建
議
さ
れ
る
よ
う

切
望
す
る
」。

専
斎
の
意
見
は
可
決
さ
れ
、
芳
川

会
長
は
建
議
の
起
草
委
員
と
し
て
当

の
専
斎
、
長
谷
川
泰
、
ベ
ル
ツ
な
ど

５
名
を
指
名
。
６
月
29
日
建
議
案
を

可
決
し
、
翌
日
芳
川
会
長
が
「
東
京

ニ
衛
生
工
事
ヲ
興
ス
建
議
書
」
を
伊
藤
総

理
大
臣
及
び
山
県
内
相
に
提
出
し
た
。
専

斎
の
一
連
の
行
動
は
、
政
治
家
・
伊
藤
と

山
県
を
も
押
し
流
す
潮
流
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
専
斎
の
動
き
に
呼
応
す
る
か

の
よ
う
に
５
月
26

日
、
後
に
「
我
が

国
の
衛
生
工
学
の

父
」
と
仰
が
れ
る

バ
ル
ト
ン
が
ロ
ン

ド
ン
か
ら
ア
メ
リ

カ
経
由
で
来
日
し

た
の
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

衛生工事の建議書を伊藤・山県に提出

図―45　長与専斎（『水道
条例発布50周年記念』、水
道協会）

日
立
造
船
は
11
日
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
２
０
２
３
年
度
中
小

企
業
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
事
業
に
応
募
し
た
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
国
高
濁
度
向
け

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
高
速
ろ
過
シ

ス
テ
ム
の
普
及
に
向
け
た
ビ

ジ
ネ
ス
化
実
証
事
業
」
が
採

択
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。

今
回
の
実
証
事
業
で
は
、

濁
度
が
大
き
く
変
動
す
る
雨

季
と
乾
季
に
お
い
て
、
同
社

独
自
の
繊
維
ろ
材
を
用
い

た
「
高
濁
度
向
け
パ
ッ
ケ
ー

ジ
型
高
速
ろ
過
浄
水
シ
ス
テ

ム
」
の
浄
水
性
能
が
現
地
に

適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
現
地
の
水
道
事

業
者
に
実
証
機
の
運
転
の
操

作
性
・
維
持
管
理
性
、
浄
水

性
能
に
つ
い
て
評
価
を
受

け
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
ろ
過

浄
水
シ
ス
テ
ム
販
売
の
た
め

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
。
実
証
期
間
は
２
０
２

４
年
３
月
１
日
～
26
年
３
月

31
日
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
高
速
ろ
過

浄
水
シ
ス
テ
ム
は
、
高
濁
度

水
（
１
０
０
～
１
０
０
０
Ｎ

Ｔ
Ｕ
）
の
処
理
を
目
的
に
開

発
し
た
も
の
で
、
標
準
タ
イ

プ
処
理
量
は
日
量
１
０
０
０

立
方
㍍
と
な
る
。
前
処
理
ユ

ニ
ッ
ト
と
ろ

過
ユ
ニ
ッ
ト

か
ら
構
成
さ

れ
、
浄
水
処

理
シ
ス
テ
ム

フ
ロ
ー
は
、

前

処

理

ユ

ニ
ッ
ト
（
着

水
槽
→
混
和

槽
→
凝
集
槽

→
沈
殿
槽
）

→
ろ
過
原
水

槽
→
ろ
過
ユ

ニ
ッ
ト
→
ろ

過
処
理
水
槽

―
と
な
る
。

沈
殿
槽
と
ろ
過
ユ
ニ
ッ
ト
で

繊
維
ろ
材
を
使
用
し
て
い

る
。同

国
の
地
方
都
市
や
農
村

部
で
は
、
安
全
な
水
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
低
い
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
同
社
の
高
速

ろ
過
浄
水
シ
ス
テ
ム
は
、
省

ス
ペ
ー
ス
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

で
、
農
村
部
や
遠
隔
地
な
ど

の
集
落
に
分
散
配
置
し
や
す

い
と
い
う
特
長
が
あ
る
。
高

速
ろ
過
浄
水
シ
ス
テ
ム
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
、
地
方
都

市
や
農
村
部
へ
の
安
全
な
水

の
供
給
や
、
農
業
・
畜
産
業

な
ど
の
生
産
活
動
の
促
進
に

貢
献
し
て
い
く
。

日
水
コ
ン
は
、
経
済
産
業

省
と
日
本
健
康
会
議
が
主
催

す
る
「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
４
（
大
規
模
法
人
部

を
開
く
ほ
か
、
同
協
会
が
１

９
８
４
年
に
社
団
法
人
と
し

て
設
立
以
来
２
０
２
４
年
度

で
40
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

２
年
ぶ
り
に
東
京
で
開
催
さ

れ
る
下
水
道
展
24
東
'

京
（
７

月
30
日
～
８
月
２
日
）
に
も

出
展
し
、
40
周
年
の
取
り
組

み
な
ど
を
紹
介
す
る
。

武
島
一
典
氏
（
た
け
し
ま
・

か
ず
の
り
＝
元
三
水
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
長
）
３
月
10
日

死
去
、
75
歳
。
葬
儀
は
近
親

者
の
み
で
営
ま
れ
た
。
同
氏

は
１
９
９
５
年
に
三
水
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
入
社
し
、
中

部
事
務
所
所
長
、
理
事
・
本

社
総
務
部
部
長
、
執
行
役
員

本
社
総
務
部
部
長
、
取
締

役
、
常
務
取
締
役
を
経
て
、

２
０
０
９
年
に
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
。
13
年
８
月
か

ら
17
年
６
月
ま
で
会
長
を
務

め
た
。

門
）」
に
引
き
続
き
認
定
さ

れ
た
。
健
康
経
営
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
社
員
一
人
ひ
と

り
が
「
体
（
体
の
健
康
の
維

持
）」「
心
（
心
の
健
康
の
維

持
）」「
自
信
を
持
っ
て
働
く

（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
維
持
・

発
揮
）」
の
３
つ
の
要
素
を

好
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
位
置
付
け
て
い
る
。

同
社
は
「
今
後
も
健
康
を

経
営
課
題
と
し
て
と
ら
え
、

会
社
と
社
員
そ
し
て
家
族

が
、
よ
り
安
心
し
て
自
分
ら

し
く
働
け
る
会
社
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」と
し
て
い
る
。

　日本バルブ工業会（会長＝西岡利明・ＳＡＮＥＩ

社長）は21日、1954年の設立から70周年を迎える。

また、同工業会は設立日である３月21日を「バルブ

の日」と制定しており、４日には日本記念日協会の

登録記念日に認定された。

　同工業会は今年度までを計画期間とする中期活動

計画「Ｖ70」において①次世代へつなげる新しい働

き方への転換②未来の社会に貢献できる先進的な技

術と商品づくり③社会全体の脅威・リスクに対応で

きるサプライチェーン

とサステナビリティの

強化④バルブ産業の認

知度向上―を大きな柱

とし、工業会の「ある

べき姿」を目指してバ

ルブ産業の社会におけ

る地位向上や業界志望

者の増加を目指したＰＲに取り組んでいる。

　このうち「次世代へ―」の中では、女性にとって

働きやすい環境づくりを進める「バルブ女史ネット

ワーク」を設立し、女性人財の活躍に向けた意見交

換や事例共有、講演会の開催等を実施している。

「社会全体の脅威―」に関する取り組みでは、製造・

使用段階における環境負荷の低減に寄与する製品を

「環境配慮バルブ」として登録する制度を創設した

ほか、カーボンニュートラルの促進に向けた情報共

有も活発に実施している。

　また、バルブ産業の認知度向上の取り組みとし

て、ＳＮＳから気軽に投稿可能な「バルブフォトコ

ンテスト」を開催し、暮らしの中で欠かせない役割

を持つバルブの姿を広く募集している。

　このほか、能登半島地震の発生に際しては会員企

業等に義援金を募集し、日本赤十字社を通じて583

万円を寄付している。

　70周年を迎えた今後、同工業会では2026年度を

ゴールとした新たな中期活動計画「仮称Ｆｒｏｍ Ｎ

ｏｗ70」を策定し、さらなる意義ある工業会への進

化を目指すとしている。

衛
星
デ
ー
タ
な
ど
で
漏
水
リ
ス
ク
評
価

札
幌
市
、弘
前
市
が「
宇
宙
水
道
局
」

天
地
人

ＱＲコードで来場者を把握

水団連「神戸水道展」出展募集を開始

カンボジアに高速ろ過システム

日立造船 ＪＩＣＡの実証事業に採択

事業計画を審議した第３回理事会

事
業
委
員
会
を
３
つ
に
再
編

会
員
工
場
へ
の
視
察
を
継
続

設
備
協

高
濁
度
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
高
速
ろ
過

シ
ス
テ
ム
の
外
観

日本バルブ工業会

３月21日は「バルブの日」

設立70周年 あるべき姿へ

設
立
70
周
年
の
記
念
ロ
ゴ

健
康
経
営
優
良
法
人
に
認
定

自
分
ら
し
く
働
け
る
会
社
に

日
水
コ
ン




